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手作業による農薬散布及び従業員の高齢化

ニンニク等の農作物の栽培にあたり、手作業で屋内外の農薬散布や収穫し
た野菜の運搬をしていた。また、従業員は、いずれも 60 代以上と高齢化が
進んでおり、こうした手作業は力仕事であるため作業効率を損なっていた。

背
景

助成事例①
○農薬の散布や農作物の運搬に係る機械設備の導入による生産性向上

企業概要 ［所在地］高知県［従業員］８人［事業概要］耕種農業

農薬散布 2 時間→ 30 分、2 人→ 1 人に
○設備内容
ビニールハウス用と屋外用それぞれの農薬
の自動散布機や、収穫物を入れたコンテナ
を運搬するローラーコンベアを導入した。

○成果
作業が機械化したことで効率化し、農薬を
以前よりもムラなく散布できるようになっ
た。これまで屋外の農薬散布は、１反あた
り 2 人で 2 時間かけていた。現在は 1 人で
30 分程度で終わらせられるようになった。
ビニールハウス内の農薬散布も、同じ程度
の人数・時間を必要としていたが、設置し
た散布機を回収する 20 分程度の時間だけ
で足りるようになった。収穫物の運搬は、
１反分を運ぶのに２時間かけていたが、20
～30分程度に短縮できた。

取
組
の
内
容
と
成
果

・利用したコース
60 円コース

・引上げ労働者数
8 人

賃
金
引
上
げ
実
績

改善のOnePoint
他の事業者と共同で作地面
積を拡大する取組を進めて
いるなかで、今回の助成に
よる成果を踏まえて、同様
の機械設備を導入する検討
を始めた。より広い複数の
圃場でも利用できる、農薬
や肥料の散布機を導入する
ことを考えている。

助成事例②
○テイクアウト注文のオンライン化や店内改装による作業の効率化

企業概要 ［所在地］佐賀県［従業員］７人［事業概要］飲食店
電話注文への応対や配膳によるタイムロス

新型コロナウイルス感染症以降、電話によるテイクアウトの注文が増え、
店内業務に支障をきたしていた。また、店内では厨房から客席までが離れ
ており、料理を運ぶのに時間を要していた。

背
景

予約サイト開設、店内カウンター改装
○設備内容
テイクアウト受注用に予約サイトを開設し
た。店内はカウンターを改装するなどのレ
イアウト変更を行った。

○成果
これまでは電話によるテイクアウト注文へ
の対応に１件当たり５～15分の時間を要し
ていたが、注文が自動化されたことで、対
応する時間を削減できた。また、注文の受
付が効率化されたので、テイクアウトの売
上が35％増加した。店内の営業も、カウン
ターの改装によって平日昼の来店客数が１
日当たり10人以上増え、顧客数が10％、顧
客単価が８％増加した。テイクアウトの増
加と合わせて、全体売上が16％増加した。

取
組
の
内
容
と
成
果

・利用したコース
90 円コース

・引上げ労働者数
4 人

賃
金
引
上
げ
実
績

改善のOnePoint
テイクアウトの予約サイト
を用意していることをSNS
等で発信している。オンラ
インの受注体制が整ったの
で、テイクアウト注文の認
知を向上させつつ、今後は
通信販売にも販路を広げて
いく予定でいる。






















